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第１章 計画の策定にあたって 

 

１-１ 計画の趣旨 
 

この計画は、世田谷区の障害に関する施策を総合的かつ計画的に推進するとともに、

障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体制の確保や円滑な実施を図るため、

令和６年度から３年間の障害施策の充実に係る考え方や方向性、障害福祉サービス等の

サービス量等を定めます。 

なお、発達障害者の支援の仕組みづくりに向けて策定した世田谷区発達障害支援基

本計画は、引き続き本計画に包含し、施策の取組みを推進します。 
 
 

１-２ 計画の名称 
 

平成７年に制定した「せたがやノーマライゼーションプラン」は、どのような障害であっ

ても社会の一員として社会活動に参加し、平等かつ人間らしく生活していけるようにす

ること、すべて障害者は個人の尊厳が尊重され、その尊厳にふさわしい処遇を保障され

る権利を有すること等を基本的な考え方に掲げ、現在に至るまで様々な施策を推進して

きました。 

その後、国において障害者基本法の改正や関係法令の制定等があり平成２６年には国

連障害者権利条約を批准、障害の社会モデルや多様性を尊重する考え方が徐々に広ま

るなか、区ではインクルーシブな地域共生社会の実現をめざし「世田谷区障害理解の促

進と地域共生社会の実現をめざす条例」を令和４年度に制定しました。 

ノーマライゼーションの考え方を継承しながら、近年増加している複雑・複合化する課

題への対応や、地域共生社会に関する社会状況の変化等を踏まえ、次期計画では、全て

の区民が個々の特性や経験を含めた多様性を尊重し、その存在と価値観を相互に認め

合い、誰一人取り残さないことをめざし、計画の名称を以下のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インクルージョン」とは…社会的包摂のこと。だれであれ、それぞれの生き方を尊重され、同じ社

会の一員として受け入れられることです。  

これまでの名称 本計画からの新名称 

せたがやノーマライゼーションプラン 

-世田谷区障害施策推進計画- 

せたがやインクルージョンプラン 

-世田谷区障害施策推進計画- 
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１-３ 計画の位置づけ 
 

本計画の法的な位置づけは次のとおりです。 
 

○障害者基本法第 11 条第 3 項に基づく市町村障害者計画（当該市町村における障

害者のための施策に関する基本的な計画） 

○障害者総合支援法第 88 条第 1 項に基づく市町村障害福祉計画（障害福祉サービ

スの提供体制の確保その他この法律に基づく業務の円滑な実施に関する計画） 

○児童福祉法第 33 条の 20 第 1 項に基づく市町村障害児福祉計画（障害児通所支

援及び障害児相談支援の提供体制の確保その他障害児通所支援及び障害児相談

支援の円滑な実施に関する計画） 

○成年後見制度利用促進法第 14条第 1項に基づく市町村計画 
 

また、本計画は、区政の基本的な指針である「世田谷区基本計画」で示されたまちづく

りの方向性を踏まえ、障害施策の方向性を示すものです。さらに、本計画には障害分野

以外に関連する施策も含まれることから、健康、教育（学校教育、文化･芸術、スポーツ含

む）、産業振興、防災、住宅、ユニバーサルデザイン、多文化共生等の関連する計画と調和

が保たれたものとします。 
 

●各計画との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-４ 計画の期間 
 

計画期間は、令和６年度から令和８年度の３年間とします。 

市町村障害福祉計画及び市町村障害児福祉計画は、障害福祉サービス等の基本的な

指針に基づき、障害福祉計画は第７期、障害児福祉計画は第３期の計画となります。  

世田谷区基本計画（令和 6～13年度） 

その他の計画 

世田谷区地域保健医療福祉総合計画 

（令和 6～13年度） 

 

その他の関連する計画 

（教育・産業・防災・住宅等） 

せたがやインクルージョンプラン 
（世田谷区障害施策推進計画） 

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

健康せたがやプラン 

子ども計画 

連携 
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第２章 世田谷区障害福祉の現状と課題 

 

2-1 人口と障害者数の推移 
 

本区の総人口はこれまで一貫して増加傾向にありましたが、令和３年から令和４年に

かけては減少し、916,208人となっています。 

障害者数については、総数１・総数２のいずれも一貫して増加傾向にあります。総数１

では、平成 19年の 32,428人から令和 4年の 45,800人へと、およそ 13,000人

の増加となっており、人口比では 4.0％から 5.0％へと増加しています。 

総数２では、平成 24 年の 32,694 人から令和 4 年の 38,950 人へと、およそ

6,000人の増加となっており、人口比では 3.9％から 4.3％へと増加しています。 

 

●総人口と障害者数の推移 

 

資料：障害施策推進課（各年４月１日現在） 

*「総数 1」、「総数 2」の人数の下のカッコ内の数字は総人口に占める割合を表す。 
*「総数１」は、身体障害者手帳所持者+愛の手帳所持者（重複除く）+自立支援医療（精神通院

医療）+難病 
*「総数２」は、身体障害者手帳所持者+愛の手帳所持者（重複除く）+精神障害者保健福祉手帳

所持者+難病 
*令和 3年の一時的な減少は、令和 2 年度の新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、特例とし

て難病の更新申請手続きが不要となったため。 
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第３章 計画がめざす姿 

 

３-１ 基本理念 
 

〔基本理念〕 

 

障害のある人もない人も お互いの人格や個性を尊重して 

住み慣れた地域で支えあい 選択した自分らしい生活を 

安心して継続できる社会の実現 

 

本計画においては、前計画の基本理念に「選択した」を追加し、自分らしい生活を選択

できる地域共生社会の構築を旨とすることを強調するため、上記を基本理念として設定

します。 

 

 

３-２ 本計画期間における行動コンセプト 
 

令和６年度から令和８年度の計画期間における支援者の行動の基本的な考え方を明

らかにするため、計画期間における「行動コンセプト」を次の通り定めます。 

 

〔行動コンセプト〕（案） 

 

「当事者の選択を支える」 

 

「選択」を支える

環境整備 

情報アクセスのしやすさ、体験や選択の機会の確

保、多様な福祉サービスの整備、既存サービスで

の障害児者の受入れ、再利用を尊重する仕組み 

「選択」する 

ための支援 

理解しやすい情報提供、選択肢を提示、選択の結

果と選び直しを尊重 
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３-３ 施策展開の考え方（視点） 
 

地域共生社会の実現をめざすとともに障害者等の支援施策を今後も推進していくに

あたり、「世田谷区障害理解の促進と地域共生社会の実現をめざす条例」の目的及び基

本理念、各方面からの意見等を踏まえ、本計画に位置づける施策の構築のための視点を

次のように設定します。 

 

視点 説明 

視点１ 当事者参加 
当事者の意思決定支援や主体的な参加を考慮しているか。

当事者の希望や選択を考慮しているか。 

視点２ 相互理解 
当事者と当事者以外の者（家族、地域、支援事業者等）と

の積極的理解につながるか。 

視点３ 担い手支援 
支援の担い手（家族、支援事業者等）のうち特定の者に負

担が偏っていないか。担い手の支援を考慮しているか。 

 

 

３-４ 基本目標と施策体系 
 

本計画の基本目標は、「基本理念」の実現及び「世田谷区障害理解の促進と地域共生

社会の実現をめざす条例」の具現化をめざすため、条例の章立てを基にした大項目（４

項目）及び目的に応じて分類した中項目（１４項目）により構成します。 

また、本計画の施策体系と施策展開の３つの視点の関係図は次ページの通りとなりま

す。★印で示した施策が視点と関係の深いことを表します。 
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●施策体系と施策展開の３つの視点の関係 

大項目 
（施策の柱） 

中項目 
視点① 
当事者
参加 

視点② 
相互 
理解 

視点③ 
担い手
支援 

障害に対する理解の
促進及び障害を理由
とする差別の解消 

（１）理解する  ★  

（２）守る  ★  

安心して暮らし続け
ることができる地域
づくり 

（３）つながる場をつくる ★  ★ 

（４）連携して支援する   ★ 

（５）安心できる暮らしを確保する ★   

（６）望むライフスタイルを実現する ★   

（７）毎日の暮らしをサポートする ★  ★ 

（８）出かけやすい街をつくる ★ ★  

（９）いつでも相談できる ★  ★ 

（１０）家族を支援する  ★ ★ 

（１１）サービスの質を向上させる ★  ★ 

参加及び活躍の場の
拡大のための施策 

（１２）望むワークスタイルを実現する ★   

（１３）みんなで学ぶ・楽しむ・考える ★ ★  

情報コミュニケーシ
ョンの推進のための
施策 

（１４）情報取得・発信手段を確保する ★ ★  
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３-５ 重点的な取組み 
 

世田谷区自立支援協議会の意見、世田谷区障害者施策推進協議会における議論、障

害者（児）実態調査、庁内ヒアリング、国連勧告等に基づき、次の７項目を本計画の重点

取組とします。 

 

 

 

重点取組１ 

医療的ケア児（者）の支援 

 

 

 

 

 

 

重点取組２ 

精神障害施策の充実 

 

 

 

 

 

重点取組３ 

人材の確保・定着 

 

 

 

  

【取組の方向性】 

・医療的ケア児者の支援に携わる看護師等の人材の確保・

育成 

・発達や学びを支える体制や地域の取組の整備・充実 

・災害に備える互助体制の確立 

・公有地等を活用した施設整備 

【取組の方向性】 

・当事者の地域における生活の定着支援の強化  

・当事者・ピアサポーターとの協同の推進 

・精神科病院の入院者の意向を踏まえた地域移行の着実

な推進 

【取組の方向性】 

・障害児者の自立を支援する技術やチームワークを学ぶ研

修の充実 

・ボランティアを含めた新たな人材の確保に向け、障害理

解を進めるための施策の推進 

・施設や事業所の職員等の心身の健康を守る取組 



9 

 

  

 

 

 

重点取組４ 

災害への備えの推進 

 

 

 

 

 

重点取組５ 

情報コミュニケーション・ 

アクセス手段の確保 

 

 

 

 

重点取組６ 

インクルーシブ教育推進 

に向けた土台づくり 

 

 

 

 

重点取組７ 

障害理解促進・差別解消 

 

 

 

 

  

【取組の方向性】 

・情報コミュニケーションの難しい障害者のための緊急事

態における支援の検討 

・災害時の在宅避難を安心して継続するための備蓄等の

推進 

・障害者や事業者・施設、地域住民等による「災害に備える

つながり」の推進 

【取組の方向性】 

・障害児者の情報コミュニケーションやアクセスについて

様々な手段の確保 

・聴覚障害や視覚障害のある方への情報バリアフリーの推

進 

・重度障害のある当事者の意思表出や意思疎通の支援を

充実 

【取組の方向性】 

・就学相談など様々な相談体制の充実を図り、一貫した切

れ目のない支援を充実 

・特別支援学級等の教職員の専門性の向上 

・児童や保護者、教職員の障害理解教育の推進 

【取組の方向性】 

・障害の社会モデルの考え方や障害者等への接し方につ

いて多様な方法による周知 

・障害者等が外出しやすいまちづくりを推進 

・障害当事者の権利擁護としての差別解消の推進 
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第４章 施策の取組 

 

４-１ 〔大項目１〕障害に対する理解の促進及び 

障害を理由とする差別の解消 
 

障害者が、住み慣れた地域で自分らしく、安心して暮らすには、そうした周囲の理解と

受け入れによる包容ある地域づくりが必要です。そのため、障害者や障害に対する理解

を区民全体で深められるよう啓発・教育の機会を充実させるとともに、障害に対する興

味・理解を示し、手助けなどの活動意欲のある区民の支援を行います。 

また、一方では意思の疎通が困難といった障害当事者の弱い立場等を利用し、差別的

な対応をしたり、虐待を行うといったケースが全国的に見受けられます。障害者の一人

の人間としての尊厳が守られ、安心して暮らせる社会となるよう、差別解消・合理的配慮

を浸透させるとともに、権利擁護体制の充実を図ります。 

 

●大項目１に付随する中項目と主な事業 

（１）理解する 

➢ 地域共生社会の実現に向けた地域づくりの促進 〔障害施策推進課〕 

➢ 講演会やシンポジウムなど啓発事業の充実 〔障害保健福祉課〕 

➢ 福祉体験学習の実施 〔生活福祉課〕 

➢ 小学校と連携した障害理解の促進 〔障害施策推進課〕 

➢ 区職員に対する福祉体験研修等の実施 〔研修担当課〕 

（２）守る 

➢ 障害を理由とする差別の禁止及び合理的配慮の実施に関する普及啓

発の推進 〔障害施策推進課〕 

➢ 障害者虐待防止の推進 〔障害施策推進課〕 

➢ 急一時保護施設等の活用  〔障害施策推進課〕 

➢ 成年後見制度の利用促進・支援 〔生活福祉課〕 

➢ 地域福祉権利擁護事業（あんしん事業）の実施 〔生活福祉課〕 
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４-２ 〔大項目２〕安心して暮らし続けることができる地域づくり 
 

障害施策においても、生活全般かつライフステージにわたり、切れ目のない支援を提

供することが重要な視点となります。そのため、障害者本人の望む暮らしが実現できる

よう、多機関・多職種との情報共有・連携を強化し、本人の状態に適ったサービスメニュ

ーを提供できる体制を構築します。併せて、支援は障害者本人だけでなく、介助負担軽

減の観点から保護者など周囲の介助者にも必要となることから、家族に対しての相談や

ケアを行うとともに、レスパイト事業の利用を促すなど、家族介助者の支援を行います。 

また、障害者の安心した暮らしを支える人材の育成・確保及び定着は近年重要な課題

であり、人手不足は提供するサービスの質の悪化にも影響を及ぼしかねません。関係機

関と連携して人材の育成・定着に向けた研修等に取り組むとともに、ICT 機器の導入な

ど事務・介助負担の軽減に向けた業務の DX化の後押しを検討します。 

 

●大項目２に付随する中項目と主な事業 

（３ ）つながる場を 

つくる 

➢ 施設における地域交流の促進 〔障害者地域生活課〕 

➢ 発達支援親子グループ事業の充実 〔子ども家庭課〕 

➢ 多様な精神障害者の居場所づくりの展開 〔障害保健福祉課〕 

➢ 失語症のある人への支援 〔障害保健福祉課〕 

（４）連携して支援す

る 

➢ 複合的な課題を抱える方に対する相談支援 〔障害保健福祉課〕 

➢ 「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築の推進 〔障害

保健福祉課〕 

➢ 精神科病院に長期入院している区民への訪問支援事業の実施 〔障

害保健福祉課〕 

➢ １歳６か月児健診や相談事業後のフォローグループの整備 〔健康推

進課〕 

➢ ヤングケアラーへの支援 〔障害者地域生活課、子ども家庭課〕 

（５）安心できる暮ら

しを確保する 

➢ 災害に備える互助体制の確立〔障害保健福祉課〕 

➢ 避難行動要支援者支援の推進 〔保健医療福祉推進課〕 

➢ 災害時の情報伝達の仕組みの充実 〔災害対策課〕 

➢ 地域での支えあい（医療的ケア児（者）） 〔障害保健福祉課〕 

➢ 発達・発育や学びを支える体制の整備・充実 〔障害保健福祉課〕 

 

 

  



12 

 

  

 

（６）望むライフスタイ

ルを実現する 

➢ グループホームの整備促進 〔障害者地域生活課〕 

➢ 障害者入所施設(地域生活移行型)からの地域移行の支援 〔障害者

地域生活課〕 

➢ 民間賃貸住宅での居住継続支援 〔居住支援課〕 

➢ 住宅のバリアフリー化の推進 〔居住支援課〕 

➢ 精神障害者の体験宿泊の機能整備検討 〔障害保健福祉課〕 

（７）毎日の暮らしを

サポートする 

➢ 自立支援医療（更生・育成・精神通院） 〔障害施策推進課〕 

➢ 地域生活の定着支援 〔障害保健福祉課〕 

➢ 障害児通所支援施設の整備誘導 〔障害保健福祉課〕 

➢ 日中活動の場の整備・改修の推進 〔障害者地域生活課〕 

➢ 発達障害ピアサポート支援プログラムみつけばルームの実施 〔障害

保健福祉課〕 

（８）出かけやすい街

をつくる 

➢ 移動支援事業の実施 〔障害施策推進課〕 

➢ バス等による公共交通不便地域の解消 〔交通政策課〕 

➢ ユニバーサルデザイン普及活動の実施 〔都市デザイン課〕 

➢ スポーツ施設の整備 〔スポーツ施設課〕 

➢ 文化施設のバリアフリー整備 〔文化・国際課〕 

（９）いつでも相談で

きる 

➢ （仮称）相談支援センター事業の試行 〔障害保健福祉課〕 

➢ 本人の意思決定を尊重した相談支援 〔障害保健福祉課〕 

➢ 高次脳機能障害施策の充実 〔障害保健福祉課〕 

➢ 発達障害相談の充実 〔障害保健福祉課〕 

➢ こころの健康相談、夜間・休日等こころの電話相談 〔健康推進課〕 

（10）家族を支援す

る 

➢ 重症心身障害児者等在宅レスパイト事業の実施 〔障害施策推進課〕 

➢ 保護者・家族のレスパイト 〔障害保健福祉課〕 

➢ 精神障害当事者の家族支援の充実 〔障害保健福祉課〕 

➢ 緊急介護人及び重度脳性麻痺者介護人の派遣 〔障害施策推進課〕 

➢ 認知症の家族支援体制の充実 〔介護予防・地域支援課〕 

（11）サービスの質を

向上する 

➢ 障害者通所施設等の人材育成支援 〔障害者地域生活課・障害保健福

祉課・（保健医療福祉推進課）〕 

➢ 介護人材の確保・育成 〔障害施策推進課〕 

➢ 基幹相談支援センターの運営 〔障害保健福祉課〕 

➢ 障害者施設における医療的ケアを含む重度障害者への対応 〔障害

者地域生活課〕 

➢ 医療的ケア児（者）の支援に携わる人材育成 〔障害保健福祉課〕 

➢ 医療的ケアに対応する相談支援事業所の育成 〔障害保健福祉課〕 
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４-３ 〔大項目３〕参加及び活躍の場の拡大のための施策 
 

学校教育においては、一人ひとりの特性に応じた個別最適な学習環境の充実ととも

に、共生社会に向けた世田谷型インクルーシブ教育システムを実現する多様な取組を学

校・家庭・地域連携のもと、推進する必要があります。 

就労の面では、障害者がその特性に応じた働き方を見つけることができるようユニバ

ーサル就労の開発に力を入れてきました。就労してその対価を得ることは、自己実現や

自己有用感の育むことにもつながるため、多様な働き方の確保及びそのコーディネート

に取り組む必要があります。 

また、学校や就労だけでなく社会参加の１つとしてスポーツや文化活動等に取り組む

ことは、余暇活動の充実や自己表現の獲得としても重要です。障害者の社会参加の機会

が１つでも多く生まれ、１人でも多く参加することができるよう、環境整備や指導する人

材の育成・確保に取り組みます。 

 

●大項目３に付随する中項目と主な事業 

（12）望むワークスタ

イルを実現する 

➢ 多様な働く場の創出 〔障害者地域生活課〕 

➢ ユニバーサル就労の開発 〔障害者地域生活課〕 

➢ 職場定着支援・生活支援の充実 〔障害者地域生活課〕 

➢ 通勤や職場における就労支援 〔障害施策推進課〕 

➢ 施設製品の販売機会の拡大 〔障害者地域生活課〕 

（13）みんなで学ぶ・

楽しむ・考える 

➢ 区立幼稚園・認定こども園における障害児保育の充実 〔乳幼児教

育・保育支援課〕 

➢ インクルーシブ教育の充実 〔支援教育課〕 

➢ 障害者の区政参画の促進 〔障害施策推進課〕 

➢ 精神障害ピアサポーターの養成講座の実施 〔障害保健福祉課〕 

➢ 精神障害ピアサポーターとの協同、活躍の機会の拡充 〔障害保健福

祉課〕 
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４-４ 〔大項目４〕情報コミュニケーションの推進のための施策 
 

障害者本人の意思を尊重した支援を行うには、必要な情報がしっかり得られ、意思表

明するなど意思疎通を行えることが重要です。しかし、すべての障害者がそのような対

応をとれるわけではないため、障害の特性に応じた情報提供や意思疎通の支援に取り

組みます。 

また、近年は ICT 技術やデジタルツールの発達により、情報の伝達や人とのコミュニ

ケーションの取り方に多様性が生まれてきています。この新たなイノベーションを活用し

て情報コミュニケーション施策を強力に拡充させる一方、デジタルツールを使う人とそ

うでない人とでの情報格差（デジタルデバイド）が懸念されることから、障害者本人がデ

ジタルツールを活用し、自ら情報取得やコミュニケーションを円滑にとることができるよ

う、講習会等の機会も拡充します。 

 

●大項目４に付随する中項目と主な事業 

（14）情報取得・発信

手段を確保する 

➢ 中等度難聴者への支援の実施 〔障害施策推進課〕 

➢ 支援情報の提供等〔医ケア〕 〔障害保健福祉課〕 

➢ 視覚障害者・聴覚障害者に配慮したホームページの運営 〔広報広聴

課〕 

➢ ツイッター等多様な電子媒体を活用した即時性のある情報提供 〔広

報広聴課〕 

➢ 障害者向け ICTツール講習会の実施 〔障害施策推進課〕 

 

 

 

 

４-５ 成果目標等 
 

国が示す「障害福祉サービス等の基本的な指針」を踏まえ、世田谷区としての成果目

標・活動指標を定めます。 

 

（今後掲載予定） 
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第５章 計画の推進体制 

 

５-１ 事業者や関係機関による協議会等 
 

世田谷区地域保健福祉推進条例に基づく区長の附属機関である、「世田谷区地域保

健福祉審議会」、「世田谷区保健福祉サービス苦情審査会」及び「世田谷区保健福祉サ

ービス向上委員会」における調査審議、施策の評価・点検の結果等について、施策の検

討や見直し等に反映させていきます。 

また、障害者施策に関する専門的な事項については、地域保健福祉審議会の常設の

部会である「世田谷区障害者施策推進協議会」において調査審議を行います。 

障害者総合支援法に基づき設置する「世田谷区自立支援協議会」では、障害者の自

立を支援するための地域のネットワークづくりや生活支援サービスの検討など、地域に

おける支援体制の整備に向けて協議を行います。 
 

 

 

５-２ 区の組織等 
 

区は、地域で暮らす当事者の生活を支えるセーフティネットの構築と権利擁護を担

いながら、施策を計画的に推進します。各施策の担当課や５地域の保健福祉センターは、

個々の施策の推進にあたり、事業者や関係機関などと協力・連携します。 

また、区の地域行政制度における２８地区では、地域障害者相談支援センター“ぽー

と”が、地域包括ケアの地区展開の取組みと連携して包括的な相談支援を行います。 
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５-３ 計画の進行管理 
 

計画の進行管理は次のとおり行います。 

 

5-3-1 施策の評価・検証 

 

「世田谷区障害理解の促進と地域共生社会の実現をめざす条例」及び「（仮称）世田

谷区手話言語条例」に基づく施策や障害福祉サービス等の運営について、実施状況の

把握とともに実施状況の評価・検証を行い、「世田谷区地域保健福祉審議会」や審議会

の常設の部会である「世田谷区障害者施策推進協議会」、「世田谷区自立支援協議会」

等に定期的に報告し、計画の進捗状況について管理や評価・検討を行います。 

なお、区の新実施計画事業の進捗管理や評価等と整合を図ります。 

 

 

5-3-2 評価・点検の視点 

 

施策の評価・検証にあたっては、次の視点で行います。 

 

➢ 年次の目標数値を定めている施策は、目標数値と実績数値の差や達成割合等に

より、評価・検証を行います。 

➢ 計画期間の 3 年間で目標数値を定めている施策は、目標達成に向けた進捗状況

や達成割合等により、評価・検証を行います。 

➢ 障害福祉サービス事業等については、年次における月平均サービス量の計画と

サービス量の供給実績の差や達成割合等により、評価・検証を行います。 

➢ 目標数値を定めていない施策は、実施状況等により、評価・検証を行います。 

➢ 施策が、各法令や世田谷区地域保健福祉推進条例で規定する基本方針に基づい

ているか等を確認・点検し、必要に応じて施策の在り方の見直し等を行います。 

 

 

5-3-3 評価・検証の結果等の公表 

 

施策の実施状況や評価・検証の結果等は、区のホームページ等で定期的に公表しま

す。 

 


